
説明の都合上、いただいた文書を一部省略・言い換えております。

No 該当箇所* 質問者

問1-1 保健所業務の「多様化・複雑化」と「組織の機動力」について － 赤間　正明委員

問1-2 デジタル化の推進による業務効率化について － 赤間　正明委員

問1-3 － 赤間　正明委員

問2-1 健康福祉センター運営協議会について 事業年報 浅野　ふみ子委員

P８

問2-2 職員数について 事業年報 浅野　ふみ子委員

（１）センター職員数は、兼務を除くと何名か。 P11

（２）うち、女性職員数、割合はどうなっているか。

（４）職員一人当たりの管轄人口はどのくらいか。

問2-3 母子・父子・寡婦福祉事業 について 主要事業 浅野　ふみ子委員

P27

問2-4 地域福祉事業・修学旅行支度費の支給 について 主要事業 浅野　ふみ子委員

P29

問2-5 困難な問題を抱える女性・配偶者暴力相談支援事業について 主要事業 浅野　ふみ子委員

P31

（２）出張相談の回数及び場所はどうなっているか。

問2-6 原子爆弾被爆者対策事業 事業年報 浅野　ふみ子委員

P107

主要事業　

P35

（１）現時点での今年度の支給済額はいくらか。

（２）小学生３千円、中学生５千円の基準は何に基づくのか。
　いつからこの金額か。

（１）当協議会の女性の登用について、どのような取り組みを行
　ったか。

（３）正規職員数、臨時的任用職員数、会計年度任用職員数は
　何名か。

（２）県の審議会等における女性委員の割合の目標は、男女共
　同参画計画に位置づけられているが、どのような具体化を図る
　のか。

（３）物価高騰の中で、金額を引き上げるべきではないか。

（１）各種相談、貸付及び償還指導件数８４件の、相談・指導
　内容：生活一般８件、経済的支援７６件の内容は何か。

（２）相談後の具体的な支援として何を行っているか。

（１）AI音声マイニングやクラウド共有といったデジタル技術の活
　用状況、および今後のさらなる導入に向けた課題は何か。

事前質問一覧　

（１）平時から有事へ即座に切り替えられる「機動的な組織づく
　り」および、職員が疲弊しないための体制整備にどのように取
　り組まれているのか。

*「事業年報」は「令和６年度事業年報」を、「主要事業」は「令和７年度主要事
業の進捗状況について」を表しています。

質問内容

民生委員との連携と「なり手不足」への危機感について

（３）健康相談は実施していないのか。今後、実施する予定はあ
　るか。

（１）受診率が極めて低いが、かかりつけ医など日常的な医療機
　関への受診者数や受診率はどうなっているか。

（２）健康診断の実施回数を増やすなど、受診率を上げるために
　対策を講じるべきではないか。

（１）相談業務の対応者は、研修などを受けた相談員か。雇用形
　態と雇用人数はどうか。

（１）市川保健所管内において、民生委員のなり手不足が「専門
　的な対人サービスの維持」に及ぼしている現状の認識と、今後
　の課題はどうか。
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問2-7 動物の愛護管理事業・犬による危害防止事業 について 主要事業　 浅野　ふみ子委員

P３７

（２）指導の主な内容は何か。

問3 母子保健事業について 事業年報 プリティ長嶋委員

P34

主要事業　

P7

問4-1 － 浅野　ふみ子委員

－ 折本　龍則委員

問4-2 宿泊施設の部屋数について ー 折本　龍則委員

（１）近年の推移について

（２）市川保健所の一部の機能を浦安市に移転することについて

（１）浦安市に県立保健所の設置を求める要望や保健所機能の
　一部について浦安市に設置する要望に対して、こたえるべきで
　はないか。

市川保健所の一部の機能を浦安市に移転することについて

（４）県内（市川・浦安市含む。）のオーバードーズと自傷行為の
　現状はどうか。

（２）松本俊彦氏による「オーバードーズ」の講演の動画配信のア
　クセス数はどうだったか。

（３）（２）の講演をどのようにして「オーバードーズ」や「自傷行為」
　対策に生かしていくのか。

（１）講演と講話の違いは何か。

（１）事業所への立入検査実施件数のうち、無通告で実施したの
　は何件か。

　協議・討議の状況について
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